
                              

とても 嬉しいです 

 

８月２７日(日)「第十回いってみぃ～ひんサマーカーニバル in奈良ロイヤルホテル」を開催することが

できました。 

今、「やったら できた」の心境です。コロナ禍の４年間の空白。出店者集まる？ 出演者大丈夫？ そし

て、お客さん 来てくれるのかなぁ？ ２７日１０時開演。すべて解決できました。 

参加団体 ４５団体・ボランティア １６４名・参加者 約１５００名 見事な数字。４年前の再現。 皆さま全員

が 待っていたのです。 これが本当の 「やっと 会えたね」です。 

そして、も一つ 新しい親の会活動を見つけました。「知ってほしいな！わたしたちのこと」のミニワーク

ショップをサマーカーニバで行いました。体験者25名くらいです。途中までの方や、立ち話で聞いて下

さった方、家でゆっくり読みたいからとリーフレットを持ち帰って下さった方も入れると、40名くらいの

方が来られました。鉛筆・消しゴムも6,580円購入いただきました。 

この エネルギーを 「オータム・アミーゴ」 「春咲きコンサート」まで続けていきましょう 

▼ここからは、前回の続きです。 

７月号に我が子に関わる疑問点を７項目紹介しました。 

これ以外にも、日々の生活の中で些細な事で「何で？」と思うことがいっぱいありませんか？ 

例えば、「障害基礎年金」と「最低賃金」「生活保護」とのアンバランスな状態について。 

「生活保護」 ： 資産や能力等すべてを活用してもなお生活に困窮する方に対し、困窮の程度に応じて必

要な保護を行い、健康で文化的な最低限度の生活を保障し、その自立を助長する制度です。（支給される

保護費は、地域や世帯の状況によって異なります。） 

「最低賃金」 ： 日本では、最低賃金法第1条において ｢この法律は、賃金の低廉な労働者について、賃

金の最低額を保障することにより、労働条件の改善を図り、もって、労働者の生活の安定、労働力の質的

向上及び事業の公正な競争の確保に資するとともに、国民経済の健全な発展に寄与することを目的と

する。｣と謳っています。 

「障害基礎年金」 ： 障害基礎年金は、被保険者期間中の傷病によって日常生活能力や労働能力などが

制限されるような障害の状態になった場合に、その生活の安定を図るための給付である。 

と厚生労働省は記載しています。 

 また、年金制度全体についていえることですが、生活保護と比較しても、国民年金や障害基礎年金の額

が、生活保護費より低い金額である事（生活保護制度との逆転現象問題）で、障害年金の支給金額が日

本国憲法第25条の文化的で必要最低限の生活が出来る十分な金額であるかについても、医療費亡国

論との兼ね合い議論があります。  

議論の対象には 挙がっていますが、解決に至らない現象。やはり、当事者の声が小さく、届かないので

しょうか？ それとも、他人事と思っておられるのでしょうか。  
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オータム・アミーゴ・フィエスタ ２０２３ 

『わかりあい・わかちあい』 ともに たのしもう！ 

   

  日時 ： １０月２２日（日） １１時～１５時 （雨天決行） 
   場所 ： 奈良市総合福祉センター（電話 0742-71-0770） 

     （交通） 

                  無料送迎バス【みどり号】 ２・３便 及び その間に臨時便を運行 

                                               （総合福祉センターに問合せ） 

                  近鉄高の原駅より奈良交通バス 「左京循環」 「総合福祉センター前」 下車 

    主催 ： アミーゴ実行委員会（市障連/市社協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第２８回ボランティア フェスティバル ｉｎ なら」 のお知らせ 

  日時 ： １１月１８日（土） 10時～１４時 

  場所 ： 奈良市ボランティアセンター 

                    （奈良市法蓮町1702-1）   （電話 0742-26-2270） 

              当日、駐車場はありません。公共交通機関でお越しください。 

             内容 ： （食べ物） ポン菓子  コーヒー  おでん  かやくご飯  水餃子 など 

    （遊び） バルーンアート  学生ボランティアによるゲーム  紙芝居   

                        絵本おさがり会 など 

   （バザー） 

         バザー品 ・ 絵本の提供  について 

               9月１１日～１１月１０日  ボランティアセンターに直接持ち込んでください。 

     問合せは ボランティアセンター まで。 

アミーゴマルシェ 

「模擬店  キッチンカー が大集合」 

チキンかつバーガー  ケバブ  ピザ   

トルコアイス  ソフトクリーム 

バウムクーヘン  ドーナツ  ポン菓子  など 

アミーゴステージ 

「みんな いっしょに たのしもう」 

アミーゴ・コーラス  山城の國和太鼓粋 

Sakyou Sound Sonare 阿波踊り鳥見同好会 

なんくるエイサー  奈良市役所チーム八重桜 など 

アミーゴひろば 

「知ることから はじめよう！」 

（体験コーナー） 

盲導犬・手話体験 など 

ワークショップ  ユニバーサルスポーツ など 

「アミーゴひろば」に親の会から

「啓発ブース」を出す予定です。 

 

 
「アミーゴ・コーラス」に 

親の会の方々も出演されます 



啓発活動【わたしたちのこと 知ってほしいな…】を開始しました！ 

 

奈良市手をつなぐ親の会は、社会のいろいろな人に知的障害のことを知ってほしい、関心をもってほ

しい、理解し合いたい…という願いをもって活動しています。その一環として、「知的障害の疑似体験をし

てみよう」というワークショップ 【わたしたちのこと 知ってほしいな】 を企画しました。 

 

サマーカーニバル（8/27）で第1回目、ワークショップを行ってみましたよ！ 

 ４０名近くの方が、足を止めて聞いてくださったり、じっくり座って体験してくださったりしました。 

 

以下は、体験された方の感想です。 

『わかりやすい疑似体験をさせていただきありがとうございました。私の息子は自閉症スペクトラム障

害の診断を受けており共通する部分がたくさんあるなと感じました。「待つ」「見守る」が必要ですね』 

『体験している子どもが当事者で、どんな気持ちでいるのかすごく勉強になりました』 

『ちょっとしたことやけど、毎日の生活で気がついていないことばかりでした』 

                                 等  々

今後も様々な機会で、このような啓発活動を奈良市の中で拡げていきたいです。１０月２２日に総合福祉

センターで開催される「オータム・アミーゴ・フィエスタ」でも行う予定ですので是非お立ち寄りください。 

 

 

研究大会 近畿大会 全国大会 のお知らせ 

第５２回奈良県手をつなぐ育成会研究大会 （親の会会員 および 支援学級の皆様にチラシを配布） 

 日時 ： 11月13日（月）12：30～15：00    場所 ： 奈良県社会福祉総合センター 

 内容 ： 「障がいのある子の将来のライフプラン ～暮らしとお金～ 

    「親なきあと」相談室 主宰  渡部 伸 氏 

 申込 ： 親の会会員は 10月23日（月） までに 執行部 井谷まで （後日 資料代 ５００円） 

            会員以外の方は、配布チラシ裏面の申込み書で 10月27日（木）までに 県育成会へ 

 

第６２回近畿知的障がい者福祉大会（近畿大会） 

 日時 ： 10月21日（土）12：00～15：45  場所 ： 滋賀県草津市 

 方法 ： 当日のハイブリッド配信 および 後日（10/22～12/21）のアーカイブ配信とも 

            滋賀県手をつなぐ育成会ホームページから 資料取得 および アクセス可能 

 内容 ： パネルディスカッション 「聴いてみたい きょうだいの声」 

 

第８回全育連 全国大会愛媛大会が1月27日（土） 28日（日）に開催されます。 

参加申込み 締切りは 10月20日です。 資料が必要な方は 執行部 川井まで 連絡してください。 



 

１２月以降の予定 

   第８回全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会 愛媛大会  1/27（土）・28（日） 

   愛媛県県民会館 

 

 

イベント案内 

  まほろば あいのわ コンサート ２０２３  （奈良県 みんなで楽しむ 大芸術祭 の一環） 

    日時：11/3（金・祝） 開場 13：30 開演 14：00 （１６：00 終演予定） 

 会場：DMGMORI やまと郡山城ホール （全席自由席 無料） 

 要申込 : 申込期間 9/1（金）～10/20（金） 

         親の会会員の皆様には、案内チラシをお届けしています。 

               裏面の「観覧申込書」をご活用ください。               

 

 出 演 ： 公募「まほろばあいのわ」合唱団 伴奏 ： 「まほろばあいのわ」スペシャルバンド 

 ゲスト ： 酒井 響希（ドラマー） 、 アンサンブル・レネット 

 音楽監督 ： 松本 真理子  音楽監督補 ： 大江 可奈子   振付指導者 ：HIRO 

 司会者 ：  佐々木 ひろみ 

 

 

 

行 事 予 定 
（新型コロナウイルス感染症の状況などにより、行事が中止や変更になる可能性があります） 

１０ 月 （日程） （場  所） （主  催） 

クリーン作戦  ２（月） 市役所玄関前（１０時集合） 市親の会 

市理事会 ２０（金） 市総合福祉センター 市親の会 

青年学級 バス旅行 ２１（土） 関空・りんくうタウン方面 市親の会 青年学級 

近畿知的障がい者福祉大会（近畿大会） ２１（土） 滋賀県（オンライン参加） 近畿連 

オータム・アミーゴ・フィエスタ ２２（日） 市総合福祉センター 市社協・市障連 

１１ 月 （日程） （場  所） （主  催） 

クリーン作戦  １（水） 市役所玄関前（１０時集合） 市親の会 

（県）研究大会 １３（月） 県社会福祉総合センター 県育成会 

ボランティアフェスティバル 18（土） 市ボランティアセンター 市ボランティア協会 

    


